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ータとして、International Satellite Cloud 
Climatology Project（ISCCP）による D1雲
量データを使用した。水平解像度は 280km、
時間解像度は 3 時間である。また、The 

























































































性が大きい（図 2c）。東経 180°~西経 120°で
は、下層雲量の極大域の西方に Φ500の正偏
差が位置し、この位相関係は有意である。 
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図 2a: 図 1 と同様. ただし, ERA 上層雲
量に対する解析結果. 
図 2b: 図 1 と同様. ただし, ERA 中層雲量
に対する解析結果. 
図 2c: 図 1 と同様. ただし, ERA 下層雲量
に対する解析結果. 
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図 1: 北緯 35 度における ISCCP 全雲量と
Φ500 の同時相関係数. 縦軸が ISCCP
全雲量の基準点の経度, 横軸が雲量基
準点から Φ500 までの経度差（黒破線
は経度差 0）. 黄色等値線の内側に危険
率 5％で統計的に有意な領域を示す. 
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